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総合問題2 アルバイト勤怠管理データベースの作成	 解答  別冊P.7

アルバイトの勤怠状況を管理するデータベースを作成しましょう。

●目的
ある店舗を例に、次のデータを管理します。

・アルバイトに関するデータ（個人コード、氏名、登録日、職種コード、時間単価など）
・職種に関するデータ（職種コード、職種区分）
・勤務状況に関するデータ（勤務日、個人コード、出勤時刻、退勤時刻など）

●テーブルの設計
次の3つのテーブルに分類して、データを格納します。

T勤務状況 Tアルバイトマスター T職種マスター

データベース「総合問題2.accdb」を開いておきましょう。 
また、《セキュリティの警告》メッセージバーの《コンテンツの有効化》をクリックしておきましょう。

	 1	 テーブルの活用�
●Tアルバイトマスター
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①	テーブル「Tアルバイトマスター」をデザインビューで開き、「氏名」のふりがなが、自動的に
「フリガナ」フィールドに全角カタカナで表示されるように設定しましょう。

②「〒」に対応する住所が、自動的に表示されるように設定しましょう。次のように設定し、そ
れ以外は既定のままとします。

住所を入力するフィールド	：住所（住所1）
	 建物名（住所2）

※テーブルを閉じておきましょう。

●リレーションシップウィンドウ

③次のようにリレーションシップを設定しましょう。

主テーブル 関連テーブル 共通フィールド 参照整合性

Tアルバイトマスター T勤務状況 個人コード あり

T職種マスター Ｔアルバイトマスター 職種コード あり

④	テーブル「Tアルバイトマスター」とテーブル「T勤務状況」のリレーションシップに、連鎖削
除を設定しましょう。

	既に設定されたリレーションシップを変更する場合は、結合線をダブルクリックします。

※リレーションシップウィンドウのレイアウトを上書き保存し、閉じておきましょう。
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	 2	 クエリの活用�
●Q職種別登録アルバイト一覧

※実行する日付によって「年齢」フィールドの値は異なります。ここでは、2016年7月31日の日付で実行してい
ます。

⑤	テーブル「Tアルバイトマスター」とテーブル「T職種マスター」をもとに、クエリを作成しま
しょう。次の順番でフィールドをデザイングリッドに登録し、「職種コード」フィールドを基準
に昇順に並べ替えるように設定します。

テーブル フィールド

Tアルバイトマスター 職種コード

T職種マスター 職種区分

Tアルバイトマスター 個人コード

〃 氏名

〃 登録日

〃 時間単価

⑥「氏名」フィールドの右に「年齢」フィールドを作成しましょう。「生年月日」をもとに、今年何
歳になるかを「○歳」の形式で表示するように設定します。

※データシートビューに切り替えて、結果を確認しましょう。

⑦	作成したクエリに「Q職種別登録アルバイト一覧」と名前を付けて保存しましょう。
※クエリを閉じておきましょう。
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総合問題2 解答
1 テーブルの活用

①
①	ナビゲーションウィンドウのテーブル「Tアルバイトマス

ター」を右クリック
②《デザインビュー》をクリック
③「氏名」フィールドの行セレクターをクリック
④《フィールドプロパティ》の《標準》タブを選択
⑤《フィールドプロパティ》の《ふりがな》プロパティの

をクリック
⑥《ふりがなの入力先》の《既存のフィールドを使用する》
を にする
⑦	 をクリックし、一覧から「フリガナ」を選択
⑧《ふりがなの文字種》の をクリックし、一覧から《全角

カタカナ》を選択
⑨《完了》をクリック
⑩	メッセージを確認し、《OK》をクリック

②
①「〒」フィールドの行セレクターをクリック
②《フィールドプロパティ》の《標準》タブを選択
③《フィールドプロパティ》の《住所入力支援》プロパティ
の をクリック

※表示されていない場合は、スクロールして調整します。

④《郵便番号》の をクリックし、一覧から「〒」を選択
⑤《次へ》をクリック
⑥《住所の構成》の《住所と建物名の2分割》を にする
⑦《住所》の をクリックし、一覧から「住所1」を選択
⑧《建物名》の をクリックし、一覧から「住所2」を選択
⑨《次へ》をクリック
⑩「〒」に任意の郵便番号を入力
⑪「住所1」に対応する住所が表示されることを確認
⑫《完了》をクリック
⑬	メッセージを確認し、《OK》をクリック

③
①《データベースツール》タブを選択
②《リレーションシップ》グループの （リレーション
シップ）をクリック
③《テーブル》タブを選択
④	一覧から「Tアルバイトマスター」を選択
⑤	 を押しながら、「T職種マスター」を選択
⑥《追加》をクリック
⑦《閉じる》をクリック
※フィールドリストのサイズと配置を調整しておきましょう。

⑧「Tアルバイトマスター」の「個人コード」を「T勤務状況」
の「個人コード」までドラッグ

※ドラッグ元のフィールドとドラッグ先のフィールドは入れ替わっ
てもかまいません。

⑨《参照整合性》を にする
⑩《作成》をクリック
⑪「T職種マスター」の「職種コード」を「Tアルバイトマス

ター」の「職種コード」までドラッグ
⑫《参照整合性》を にする
⑬《作成》をクリック

④
①「Tアルバイトマスター」と「T勤務状況」の結合線をダブ
ルクリック
②《レコードの連鎖削除》を にする
③《OK》をクリック
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2 クエリの活用

⑤
①《作成》タブを選択
②《クエリ》グループの （クエリデザイン）をクリック
③《テーブル》タブを選択
④	一覧から「Tアルバイトマスター」を選択
⑤	 を押しながら、「T職種マスター」を選択
⑥《追加》をクリック
⑦《閉じる》をクリック
※フィールドリストのサイズを調整しておきましょう。

⑧「Tアルバイトマスター」フィールドリストの「職種コード」
をダブルクリック
⑨	同様に、その他のフィールドをデザイングリッドに登録
⑩「職種コード」フィールドの《並べ替え》セルを《昇順》に
設定

⑥
①「登録日」フィールドのフィールドセレクターをクリック
②《デザイン》タブを選択
③《クエリ設定》グループの （列の挿入）をク
リック
④	挿入した列の《フィールド》セルに「年齢：DateDiff
（"yyyy",［生年月日］,Date（））」と入力
※英字と記号は半角で入力します。入力の際、［］は省略できます。
※列幅を調整して、フィールドを確認しましょう。

⑤「年齢」フィールドのフィールドセレクターをクリック
⑥《表示/非表示》グループの （プロパティ
シート）をクリック
⑦《標準》タブを選択
⑧《書式》プロパティに「0￥歳」と入力
※数字と記号は半角で入力します。入力の際、「￥」は省略できます。

⑨《プロパティシート》の （閉じる）をクリック

⑦
①	 を押す
②《'クエリ1'の保存先》に「Q職種別登録アルバイト一覧」
と入力
③《OK》をクリック

3 アクションクエリの作成

⑧
①《作成》タブを選択
②《クエリ》グループの （クエリデザイン）をクリック
③《テーブル》タブを選択
④	一覧から「T勤務状況」を選択
⑤《追加》をクリック
⑥《閉じる》をクリック
⑦「T勤務状況」フィールドリストのタイトルバーをダブルク
リック
⑧	選択したフィールドをデザイングリッドまでドラッグ
⑨「勤務日」フィールドの《抽出条件》セルに「Between 

#2016/02/01# And #2016/02/29#」
と入力

※半角で入力します。入力の際、「#」は省略できます。
※ は半角空白を表します。
※列幅を調整して、フィールドを確認しましょう。

⑩《デザイン》タブを選択
⑪《クエリの種類》グループの （クエリの種類：テー
ブル作成）をクリック
⑫《テーブル名》に「T勤務状況（2015年度）」と入力
⑬《OK》をクリック

⑨
①	 を押す
②《'クエリ1'の保存先》に「Q勤務状況作成（2015年

度）」と入力
③《OK》をクリック

⑩
①	ナビゲーションウィンドウのクエリ「Q勤務状況作成
（2015年度）」をダブルクリック
②	メッセージを確認し、《はい》をクリック
③	メッセージを確認し、《はい》をクリック


